






との学術交流会は， 200ヲ年度で策7mJ自主了迎え， 2009年 10
月29日(オミ〉から 1Fl 1日(日)にかけて総南大学校(大総氏問大国際減Tiil金主催
授としてIj話線された。 南山大学からの訪問lヨiは，青木清教綬， {翠登文治教授，念持
さを司教授および私(~"í ll寺法学滋fí長)の教員 4 名， そして法学部学生 17名の合計21
名という構成であった。
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